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告

示

青
森
県
告
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第
百
八
十
六
号

昭
和
四
十
年
四
月
三
十
日
青
森
県
告
示
第
三
百
三
十
三
号

(

海
岸
保
全
区
域
の
指
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一
部
を

次
の
よ
う
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改
正
す
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六
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月
十
九
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

｢

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
……

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…

…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…

青 森 県 報������	�
� �� 号外第18号�

陸
奥
湾

奥
戸
漁

港

奥

戸

浜
町
通

奥
戸
村

指
定
場
所

下
北
郡
大
間
町
大
字
奥
戸
字
浜
町
通
、
字
奥
戸

村
、
字
向
町
地
内
及
び
地
先

指
定
区
域

基
点
一
か
ら
基
点
一
一
ま
で
を
順
次
直
線
で
結

ん
だ
線
、
基
点
一
一
及
び
補
助
点
八
を
直
線
で

結
ん
だ
線
、
補
助
点
二
か
ら
補
助
点
八
ま
で
を

順
次
直
線
で
結
ん
だ
線
、
補
助
点
二
か
ら
漁
港

区
域
の
南
側
円
弧
に
沿
い
補
助
点
一
に
至
る
線

並
び
に
補
助
点
一
及
び
基
点
一
を
直
線
で
結
ん

だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

基
点
及
び
補
助
点
の
表
示

基
点
一

下
北
郡
大
間
町
大
字
奥
戸
字
浜
町
通

一
番
北
角
に
設
置
さ
れ
た
表
中

(

基

点)

か
ら
二
〇
五
度
一
九
五
メ
ー
ト

ル

一
号
表
示
杭

基
点
二

基
点
一
か
ら
二
七
度
三
四
五
メ
ー
ト

ル

二
号
表
示
杭

基
点
三

基
点
二
か
ら
一
四
度
二
三
八
メ
ー
ト

ル

三
号
表
示
杭

基
点
四

基
点
三
か
ら
三
七
度
五
〇
メ
ー
ト
ル

四
号
表
示
杭

基
点
五

基
点
四
か
ら
四
八
度
九
八
メ
ー
ト
ル

�
�
�
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向

町

五
号
表
示
杭

基
点
六

基
点
五
か
ら
九
〇
度
一
一
〇
メ
ー
ト

ル

六
号
表
示
杭

基
点
七

基
点
五
か
ら
二
一
度
九
〇
メ
ー
ト
ル

七
号
表
示
杭

基
点
八

基
点
七
か
ら
五
九
度
一
〇
五
メ
ー
ト

ル

八
号
表
示
杭

基
点
九

基
点
八
か
ら
七
度
三
〇
分
三
七
メ
ー

ト
ル

九
号
表
示
杭

基
点
一
〇

基
点
九
か
ら
三
〇
度
二
三
メ
ー
ト

ル

一
〇
号
表
示
杭

基
点
一
一

基
点
一
〇
か
ら
二
五
六
度
八
五
メ

ー
ト
ル

一
一
号
表
示
杭

補
助
点
一

基
点
一
か
ら
二
九
八
度
二
七
メ
ー

ト
ル

補
助
点
二

基
点
一
か
ら
三
〇
八
度
二
二
五
メ

ー
ト
ル

補
助
点
三

基
点
二
か
ら
二
七
四
度
二
四
二
メ

ー
ト
ル

補
助
点
四

基
点
三
か
ら
二
九
四
度
二
四
七
メ

ー
ト
ル

補
助
点
五

基
点
三
か
ら
二
九
四
度
七
八
メ
ー

ト
ル

補
助
点
六

基
点
五
か
ら
三
一
四
度
三
〇
分
七

〇
メ
ー
ト
ル

補
助
点
七

基
点
六
か
ら
三
〇
六
度
六
七
メ
ー

ト
ル

補
助
点
八

基
点
一
一
か
ら
二
八
四
度
一
五
メ

ー
ト
ル

指
定
区
域

基
点
一
二
か
ら
基
点
一
五
ま
で
を
順
次
直
線
で

結
ん
だ
線
、
補
助
点
九
か
ら
補
助
点
一
三
ま
で

を
順
次
直
線
で
結
ん
だ
線
、
基
点
一
二
及
び
補

助
点
九
を
直
線
で
結
ん
だ
線
並
び
に
基
点
一
五

及
び
補
助
点
一
三
を
直
線
で
結
ん
だ
線
に
よ
り

囲
ま
れ
た
区
域

基
点
及
び
補
助
点
の
表
示

基
点
一
二

基
点
九
か
ら
七
度
六
八
メ
ー
ト
ル

一
二
号
表
示
杭

基
点
一
三

基
点
一
二
か
ら
三
五
九
度
一
九
六

メ
ー
ト
ル

一
三
号
表
示
杭

基
点
一
四

基
点
一
三
か
ら
三
四
四
度
一
四
八

メ
ー
ト
ル

一
四
号
表
示
杭

基
点
一
五

基
点
一
四
か
ら
三
〇
二
度
一
八
〇

メ
ー
ト
ル

一
五
号
表
示
杭

補
助
点
九

基
点
一
二
か
ら
二
九
六
度
一
二
六

メ
ー
ト
ル

補
助
点
一
〇

基
点
一
三
か
ら
二
三
三
度
三
〇

分
二
二
五
メ
ー
ト
ル

補
助
点
一
一

基
点
一
四
か
ら
二
一
六
度
三
〇

分
二
一
〇
メ
ー
ト
ル

補
助
点
一
二

基
点
一
五
か
ら
一
八
七
度
三
〇

分
一
八
五
メ
ー
ト
ル

補
助
点
一
三

基
点
一
五
か
ら
二
六
三
度
二
五

三
メ
ー
ト
ル

沿
岸
名

漁

港

海
岸
名

地

区

海
岸
名

地

先

海
岸
名

区

域

陸
奥
湾

奥
戸
漁

港

奥

戸

指
定
場
所

下
北
郡
大
間
町
大
字
奥
戸
字
浜
町
通
、
字
奥
戸
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浜
町
通

奥
戸
村

村
、
字
向
町
、
字
小
奥
戸
地
内
及
び
地
先

指
定
区
域

基
点
一
か
ら
基
点
一
一
ま
で
を
順
次
直
線
で
結

ん
だ
線
、
基
点
一
一
と
補
助
点
七
を
直
線
で
結

ん
だ
線
、
補
助
点
一
か
ら
補
助
点
七
を
順
次
直

線
で
結
ん
だ
線
並
び
に
補
助
点
一
と
基
点
一
を

直
線
で
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

基
点
及
び
補
助
点
の
表
示

基
点
一

北
緯
四
一
度
二
九
分
二
九
秒
東
経
一

四
〇
度
五
四
分
二
六
秒
の
地
点
に
設

置
さ
れ
た
大
間
町
測
量
基
準
点
Ｄ
か

ら
一
七
四
度
三
〇
分
八
六
三
メ
ー
ト

ル

基
点
二

基
点
一
か
ら
二
七
度
三
四
五
メ
ー
ト

ル

基
点
三

基
点
二
か
ら
一
四
度
二
三
八
メ
ー
ト

ル

基
点
四

基
点
三
か
ら
三
七
度
五
〇
メ
ー
ト
ル

基
点
五

基
点
四
か
ら
四
八
度
九
八
メ
ー
ト
ル

基
点
六

基
点
五
か
ら
九
〇
度
一
一
〇
メ
ー
ト

ル

基
点
七

基
点
六
か
ら
二
一
度
九
〇
メ
ー
ト
ル

基
点
八

基
点
七
か
ら
五
九
度
一
〇
五
メ
ー
ト

ル

基
点
九

基
点
八
か
ら
七
度
三
〇
分
三
七
メ
ー

ト
ル

基
点
一
〇

基
点
九
か
ら
三
〇
〇
度
二
三
メ
ー

ト
ル

基
点
一
一

基
点
一
〇
か
ら
二
五
六
度
八
五
メ

ー
ト
ル

補
助
点
一

基
点
一
か
ら
三
〇
七
度
二
二
五
メ

向

町

ー
ト
ル

補
助
点
二

基
点
二
か
ら
二
七
四
度
二
四
二
メ

ー
ト
ル

補
助
点
三

基
点
三
か
ら
二
九
四
度
二
四
七
メ

ー
ト
ル

補
助
点
四

基
点
三
か
ら
二
九
四
度
七
八
メ
ー

ト
ル

補
助
点
五

基
点
五
か
ら
三
一
四
度
三
〇
分
七

〇
メ
ー
ト
ル

補
助
点
六

基
点
六
か
ら
三
〇
六
度
六
七
メ
ー

ト
ル

補
助
点
七

基
点
一
一
か
ら
二
八
四
度
一
五
メ

ー
ト
ル

指
定
区
域

基
点
一
二
と
基
点
一
三
を
直
線
で
結
ん
だ
線
、

基
点
一
三
と
補
助
点
一
一
を
直
線
で
結
ん
だ
線
、

補
助
点
八
か
ら
補
助
点
一
一
を
順
次
直
線
で
結

ん
だ
線
並
び
に
補
助
点
八
と
基
点
一
二
を
直
線

で
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

基
点
及
び
補
助
点
の
表
示

基
点
一
二

基
点
九
か
ら
七
度
六
八
メ
ー
ト
ル

基
点
一
三

基
点
一
二
か
ら
五
度
一
三
九
メ
ー

ト
ル

補
助
点
八

基
点
一
二
か
ら
二
八
一
度
五
五
メ

ー
ト
ル

補
助
点
九

基
点
一
三
か
ら
二
五
一
度
三
〇
分

二
〇
九
メ
ー
ト
ル

補
助
点
一
〇

基
点
一
三
か
ら
二
八
四
度
三
二

二
メ
ー
ト
ル

補
助
点
一
一

基
点
一
三
か
ら
二
八
四
度
一
四

八
メ
ー
ト
ル
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に
改
め
る
。

青
森
県
告
示
第
百
八
十
七
号

車
両
制
限
令

(

昭
和
三
十
六
年
政
令
第
二
百
六
十
五
号)

第
三
条
第
一
項
第
二
号
イ
の
規
定
に
よ

り
、
通
行
す
る
車
両
の
総
重
量
の
最
高
限
度
が
車
両
の
長
さ
及
び
軸
距
に
応
じ
最
大
二
十
五
ト
ン
で

あ
る
道
路
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の
で
、
車
両
の
通
行
の
許
可
の
手
続
等
を
定
め
る
省
令

(

昭
和

三
十
六
年
建
設
省
令
第
二
十
八
号)

第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

指
定
す
る
道
路
の
路
線
名
及
び
区
間

二

指
定
す
る
年
月
日

平
成
十
六
年
四
月
一
日

青
森
県
告
示
第
百
八
十
八
号

車
両
制
限
令

(

昭
和
三
十
六
年
政
令
第
二
百
六
十
五
号)

第
三
条
第
一
項
第
二
号
イ
の
規
定
に
よ

る
通
行
す
る
車
両
の
総
重
量
の
最
高
限
度
が
車
両
の
長
さ
及
び
軸
距
に
応
じ
最
大
二
十
五
ト
ン
で
あ

る
道
路
の
指
定
を
次
の
と
お
り
解
除
す
る
の
で
、
車
両
の
通
行
の
許
可
の
手
続
等
を
定
め
る
省
令

(

昭
和
三
十
六
年
建
設
省
令
第
二
十
八
号)

第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青 森 県 報平成16年３月19日 金曜日 号外第18号 �

小
奥
戸

指
定
区
域

基
点
一
四
と
基
点
一
五
を
直
線
で
結
ん
だ
線
、

基
点
一
五
と
補
助
点
一
三
を
直
線
で
結
ん
だ
線
、

補
助
点
一
二
と
補
助
点
一
三
を
直
線
で
結
ん
だ

線
並
び
に
補
助
点
一
二
と
基
点
一
四
を
直
線
で

結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域
並
び
に
基
点

一
六
と
基
点
一
七
を
直
線
で
結
ん
だ
線
、
基
点

一
七
と
補
助
点
一
五
を
直
線
で
結
ん
だ
線
、
補

助
点
一
四
と
補
助
点
一
五
を
直
線
で
結
ん
だ
線

並
び
に
補
助
点
一
四
と
基
点
一
六
を
直
線
で
結

ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

基
点
及
び
補
助
点
の
表
示

基
点
一
四

北
緯
四
一
度
二
九
分
二
九
秒
東
経

一
四
〇
度
五
四
分
二
六
秒
の
地
点

に
設
置
さ
れ
た
大
間
町
測
量
基
準

点
Ｄ
か
ら
二
四
度
二
〇
分
七
八
三

メ
ー
ト
ル

基
点
一
五

基
点
一
四
か
ら
一
八
度
三
〇
分
四

八
メ
ー
ト
ル

基
点
一
六

基
点
一
五
か
ら
五
七
度
三
〇
分
二

五
三
メ
ー
ト
ル

基
点
一
七

基
点
一
六
か
ら
一
八
度
三
〇
分
一

五
九
メ
ー
ト
ル

補
助
点
一
二

基
点
一
四
か
ら
二
九
〇
度
一
一

九
メ
ー
ト
ル

補
助
点
一
三

基
点
一
五
か
ら
二
九
〇
度
一
一

九
メ
ー
ト
ル

補
助
点
一
四

基
点
一
六
か
ら
二
九
〇
度
二
七

七
メ
ー
ト
ル

補
助
点
一
五

基
点
一
七
か
ら
二
九
〇
度
二
七

七
メ
ー
ト
ル

路

線

名

区

間

国
道
四
五
四
号

八
戸
市
大
字
尻
内
町
字
鴨
ケ
池
一
一
九
か
ら

八
戸
市
大
字
尻
内
町
字
直
田
七
〇
ま
で

県
道
八
戸
環
状
線

八
戸
市
大
字
新
井
田
字
重
地
一
八
の
六
か
ら

八
戸
市
大
字
新
井
田
字
寺
沢
一
〇
の
一
一
四
ま
で

県
道
青
森
東
イ
ン
タ
ー
線

青
森
市
大
字
諏
訪
沢
字
松
代
一
四
八
の
一
か
ら

青
森
市
大
字
三
本
木
字
川
崎
一
六
三
の
三
ま
で

� �
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一

解
除
す
る
道
路
の
路
線
名
及
び
区
間

二

解
除
す
る
年
月
日

平
成
十
六
年
四
月
一
日

青
森
県
告
示
第
百
八
十
九
号

車
両
制
限
令(

昭
和
三
十
六
年
政
令
第
二
百
六
十
五
号)

第
三
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
、

通
行
す
る
車
両
の
高
さ
の
最
高
限
度
が
四
・
一
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
道
路
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の

で
、
車
両
の
通
行
の
許
可
の
手
続
等
を
定
め
る
省
令

(
昭
和
三
十
六
年
建
設
省
令
第
二
十
八
号)

第

二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

指
定
す
る
道
路
の
路
線
名
及
び
区
間

二

指
定
す
る
年
月
日

平
成
十
六
年
三
月
二
十
二
日

青
森
県
告
示
第
百
九
十
号

車
両
制
限
令

(

昭
和
三
十
六
年
政
令
第
二
百
六
十
五
号)

第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
令

第
三
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
道
路
に
つ
い
て
、
高
さ
が
三
・
八
メ
ー
ト
ル

を
超
え
四
・
一
メ
ー
ト
ル
以
下
の
車
両
の
通
行
方
法
を
次
の
と
お
り
定
め
、
平
成
十
六
年
三
月
二
十

二
日
か
ら
施
行
す
る
の
で
、
車
両
の
通
行
の
許
可
の
手
続
等
を
定
め
る
省
令

(

昭
和
三
十
六
年
建
設

省
令
第
二
十
八
号)

第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

走
行
位
置
の
指
定

ト
ン
ネ
ル
等
の
上
空
障
害
箇
所
で
は
、
車
両
又
は
車
両
に
積
載
す
る
貨
物
が
建
築
限
界
を
侵
す

お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
車
線
か
ら
は
み
出
さ
な
い
よ
う
走
行
す
る
と
と
も
に
、
道
路
に
隣
接
す
る

施
設
等
に
出
入
り
す
る
た
め
や
む
を
得
ず
車
線
か
ら
は
み
出
す
場
合
は
、
標
識
や
樹
木
等
の
上
空

障
害
物
に
接
触
し
な
い
よ
う
十
分
に
注
意
す
る
こ
と
。

二

後
方
警
戒
措
置

青 森 県 報������	�
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路

線

名

区

間

国
道
三
三
八
号

上
北
郡
六
ケ
所
村
大
字
泊
字
焼
山
三
七
〇
の
五
か
ら

上
北
郡
六
ケ
所
村
大
字
尾
駮
字
大
川
目
一
二
〇
の
一
二
ま
で

国
道
四
五
四
号

八
戸
市
大
字
尻
内
町
字
鴨
ケ
池
一
一
九
か
ら

八
戸
市
大
字
尻
内
町
字
直
田
七
〇
ま
で

路

線

名

区

間

国
道
一
〇
二
号

十
和
田
市
稲
生
町
一
二
の
四
四
か
ら

十
和
田
市
稲
生
町
二
四
の
三
二
ま
で

国
道
一
〇
三
号

青
森
市
橋
本
二
丁
目
一
の
一
か
ら

青
森
市
大
字
八
ツ
役
字
矢
作
七
一
の
一
ま
で

国
道
三
三
八
号

三
沢
市
四
川
目
一
丁
目
一
四
五
の
三
九
二
か
ら

上
北
郡
下
田
町
字
苗
振
谷
地
二
六
の
六
ま
で

県
道
八
戸
野
辺
地
線

三
沢
市
大
町
三
丁
目
一
〇
の
二
五
か
ら

三
沢
市
大
町
二
丁
目
三
の
一
ま
で

県
道
三
沢
十
和
田
線

三
沢
市
四
川
目
二
丁
目
一
四
五
の
三
八
一
か
ら

三
沢
市
中
央
町
三
丁
目
一
〇
の
一
七
ま
で

県
道

三
沢
市
大
町
二
丁
目
一
三
の
二
五
か
ら

三
沢
十
和
田
線

十
和
田
市
元
町
東
一
丁
目
五
の
一
ま
で

県
道
三
沢
十
和
田
線

三
沢
市
大
町
三
丁
目
一
一
の
三
二
か
ら

上
北
郡
下
田
町
字
上
久
保
六
三
の
四
三
ま
で

県
道
青
森
停
車
場
線

青
森
市
本
町
一
丁
目
一
の
一
か
ら

青
森
市
本
町
一
丁
目
二
の
三
一
ま
で

県
道
青
森
港
線

青
森
市
本
町
三
丁
目
二
の
一
か
ら

青
森
市
本
町
二
丁
目
四
の
九
ま
で

県
道
八
戸
百
石
線

八
戸
市
長
苗
代
一
丁
目
一
六
二
の
七
か
ら

上
北
郡
百
石
町
一
川
目
二
丁
目
九
九
ま
で

県
道
弘
前
環
状
線

弘
前
市
大
字
堅
田
字
神
田
三
八
〇
の
二
か
ら

南
津
軽
郡
尾
上
町
大
字
新
山
字
松
橋
一
三
一
の
七
ま
で

県
道
十
和
田
三
戸
線

十
和
田
市
元
町
東
一
丁
目
五
の
一
か
ら

十
和
田
市
稲
生
町
一
〇
の
三
二
ま
で

県
道
戸
来
十
和
田
線

十
和
田
市
大
字
藤
島
字
上
野
月
一
の
四
か
ら

十
和
田
市
穂
並
町
一
の
一
ま
で

� �
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後
方
車
両
に
対
し
十
分
な
車
間
距
離
を
取
ら
せ
、
交
通
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
、
横
寸
法
○
・

二
三
メ
ー
ト
ル
以
上
、
縦
寸
法
○
・
一
二
メ
ー
ト
ル
以
上
又
は
横
寸
法
○
・
一
二
メ
ー
ト
ル
以
上
、

縦
寸
法
○
・
二
三
メ
ー
ト
ル
以
上
の
地
が
黒
色
の
板
等
に
黄
色
の
反
射
塗
装
そ
の
他
反
射
性
を
有

す
る
材
料
で

｢

背
高｣

と
表
示
し
た
標
識
を
、
車
両
の
後
方
の
見
や
す
い
箇
所
に
掲
げ
る
こ
と
。

三

道
路
情
報
の
収
集

道
路
の
状
況
は
、
工
事
の
実
施
等
に
よ
り
変
化
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
道
路
情

報
を
収
集
し
、
上
空
障
害
箇
所
の
な
い
こ
と
を
確
認
の
上
走
行
す
る
こ
と
。

公

告

都
市
計
画
公
聴
会
の
開
催

都
市
計
画
法

(

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号)

第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
上
北
都
市
計

画
区
域
に
お
け
る
道
路
に
関
す
る
都
市
計
画
の
変
更
案
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
公
聴
会
を
開
催
す
る

の
で
、
青
森
県
都
市
計
画
公
聴
会
規
則

(

昭
和
四
十
五
年
二
月
青
森
県
規
則
第
九
号)

第
三
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

開
催
の
日
時

平
成
十
六
年
四
月
五
日

午
前
十
時
か
ら

二

開
催
の
場
所

上
北
郡
上
北
町
中
央
南
四
丁
目
三
二
の
四
八
四

上
北
町
役
場

三
階
大
会
議
室

三

案
件

上
北
都
市
計
画
区
域
に
お
け
る
道
路
に
関
す
る
都
市
計
画
の
変
更
案

(

以
下

｢

都
市
計
画
変
更

案｣

と
い
う
。)

四

公
述
の
申
出
等

１

公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
十
和
田
市
、
上
北
町
及
び
天
間

林
村
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
者
と
す
る
。

２

公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
、
意
見
の
要
旨
及
び
そ
の
理
由
並
び
に

住
所
及
び
氏
名
を
記
載
し
た
別
記
様
式
に
よ
る
書
面
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

書
面
の
提
出
期
限

平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
到
着
の
こ
と
。

４

書
面
の
提
出
先

青
森
県
県
土
整
備
部
都
市
計
画
課

青
森
市
長
島
一
丁
目
一
の
一

十
和
田
市
建
設
部
都
市
整
備
建
築
課

十
和
田
市
西
十
二
番
町
六
の
一

上
北
町
企
画
課

上
北
郡
上
北
町
中
央
南
四
丁
目
三
二
の
四
八
四

天
間
林
村
企
画
室

上
北
郡
天
間
林
村
大
字
天
間
舘
字
森
ノ
上
一
三
一
の
四

５

公
述
人
の
選
定

書
面
を
提
出
し
た
者
の
う
ち
か
ら
知
事
が
選
定
し
、
そ
の
旨
を
本
人
あ
て
通
知
す
る
。

五

都
市
計
画
変
更
案
の
概
要

青 森 県 報平成16年３月19日 金曜日 号外第18号 �� �
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１　都市計画道路に１・３・１号上北天間林線を次のように追加する。
区　域

番　号 路 線 名 起　点 終　点 主な経由地 延　長
ｍ

構造
形式

車線
の数

幅　員
ｍ

地表式の区
間における
鉄道等との
交差の構造

上北町
１・３・１ 上北天間林線 　大字大浦 約17,680m ４車線 23.5

　　字南平
　　字東道ノ上
　　字外久根
天間林村
　大字附田
　　字附田川目
　大字天間舘
　　字寺沢前
　　字猪ノ鼻

上北町
大字大浦
字大沢

上北町
大字大浦
字大沢

約   170m 嵩上式 23.5 下田六戸線
に接続

上北町
大字大浦
字大沢

上北町
大字大浦
字東道ノ上

約 2,840m 掘割式 23.5

上北町
大字大浦
字東道ノ上

上北町
大字大浦
字山ノ外

約   780m 嵩上式 23.5

上北町
大字大浦
字山ノ外

上北町
大字大浦
字山ノ外

約 　580m 堀割式 23.5

上北町
大字大浦
字山ノ外

上北町
大字大浦
字下モ平

約 1,550m 嵩上式 23.5

上北町
大字大浦
字下モ平

上北町
大字上野
字手長

約 　840m 掘割式 23.5

上北町
大字上野
字手長

上北町
大字大浦
字中渡

約 　980m 嵩上式 23.5

上北町
大字大浦
字中渡

天間林村
大字附田
字附田向

約 1,140m 地表式 23.5

天間林村
大字附田
字附田向

天間林村
大字附田
字附田川目

約 1,060m 嵩上式 23.5

天間林村
大字附田
字附田川目

天間林村
大字天間舘
字猪ノ鼻

約 3,060m 地表式 23.5

天間林村
大字天間舘
字猪ノ鼻

天間林村
大字天間舘
字卒古沢

約 1,740m 嵩上式 23.5

天間林村
大字天間舘
字卒古沢

天間林村
大字天間舘
字後平

約 　680m 地表式 23.5

天間林村
大字天間舘
字後平

天間林村
大字天間舘
字後平

約 2,260m 嵩上式 23.5

「位置、区域及び構造は、計画図表示のとおり」

名　　　　称 位　　　　　　　　置 構　　　　　　造

理　由
　本都市計画区域における土地利用及び将来交通需要を勘案して街路網を検討した結果、本案のように自動車専用道路の
追加を行い、より高度な都市機能の維持及び増進を図るものである。

上北都市計画道路の変更（青森県決定）

上北町
大字大浦
字大沢

天間林村
大字天間舘
字後平

自
動
車
専
用
道
路

備　考種別

構造形式の内訳

なお、上北町大字大浦字南家ノ裏地内に出口１箇所・入口１箇所、
上北町大字上野字大長根に出口１箇所・入口１箇所、
天間林村大字附田字附田向に出口１箇所・入口１箇所、
天間林村大字天間舘字後平に出口１箇所・入口１箇所を設ける。

青 森 県 報������	�
� �� 号外第18号�� �
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六

都
市
計
画
変
更
案
の
閲
覧

都
市
計
画
変
更
案
は
、
次
の
と
お
り
閲
覧
に
供
す
る
。

１

閲
覧
場
所

青
森
県
県
土
整
備
部
都
市
計
画
課
、
十
和
田
市
建
設
部
都
市
整
備
建
築
課
、
上
北
町
企
画
課
、

天
間
林
村
企
画
室

２

閲
覧
期
間

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日
か
ら
同
年
四
月
二
日
ま
で

３

閲
覧
時
間

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

七

公
聴
会
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
等

１

本
公
聴
会
は
、
平
成
十
六
年
二
月
二
十
七
日
に
都
市
計
画
公
聴
会
の
開
催
を
公
告
し
た
が
、

そ
の
後
、
都
市
計
画
変
更
案
の
内
容
に
つ
い
て
変
更
が
あ
っ
た
た
め
、
あ
ら
た
め
て
開
催
す
る

も
の
で
あ
る
。

２

公
聴
会
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
等
は
、
青
森
県
県
土
整
備
部
都
市
計
画
課

(

電
話
○
一
七
―

七
三
四
―
九
六
八
一)

、
十
和
田
市
建
設
部
都
市
整
備
建
築
課

(

電
話
○
一
七
六
―
二
三
―
五

一
一
一
内
線
三
六
三)

、
上
北
町
企
画
課(

電
話
○
一
七
六
―
五
六
―
三
一
一
一
内
線
二
二
二)

、

天
間
林
村
企
画
室

(

電
話
○
一
七
六
―
六
八
―
二
一
一
七
内
線
三
一
一)

に
す
る
こ
と
。

別
記
様
式

公
述

申
出

書

上
北
都
市
計
画
区
域
の
道
路
に
関
す
る
都
市
計
画
の
変
更
案
に
つ
い
て
､
次
の
と
お
り
公
聴
会
に

出
席
し
て
意
見
を
述
べ
た
い
の
で
申
し
出
ま
す
｡

平
成

年
月

日

青
森
県
知
事
三
村
申
吾
殿

公
述
申
出
人

住
所

氏
名

�

年
齢

歳

職
業

意
見
の
要
旨
及
び
そ
の
理
由

青 森 県 報平成16年３月19日 金曜日 号外第18号 �
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教

育

委

員

会

青
森
県
公
立
小
学
校
及
び
中
学
校
の
教
育
公
務
員
の
在
外
教
育
施
設
へ
の
派
遣
に
関
す
る
規
則
及

び
大
学
院
修
学
休
業
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

青
森
県
教
育
委
員
会

青
森
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
号

青
森
県
公
立
小
学
校
及
び
中
学
校
の
教
育
公
務
員
の
在
外
教
育
施
設
へ
の
派
遣
に
関
す
る
規

則
及
び
大
学
院
修
学
休
業
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

青
森
県
公
立
小
学
校
及
び
中
学
校
の
教
育
公
務
員
の
在
外
教
育
施
設
へ
の
派
遣
に
関
す
る
規
則

の
一
部
改
正)

第
一
条

青
森
県
公
立
小
学
校
及
び
中
学
校
の
教
育
公
務
員
の
在
外
教
育
施
設
へ
の
派
遣
に
関
す
る

規
則

(

昭
和
五
十
四
年
三
月
青
森
県
教
育
委
員
会
規
則
第
四
号)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

七
条
中

｢

第
二
十
条
第
三
項｣

を

｢

第
二
十
二
条
第
三
項｣

に
改
め
る
。

(

大
学
院
修
学
休
業
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正)

第
二
条

大
学
院
修
学
休
業
に
関
す
る
規
則(

平
成
十
三
年
一
月
青
森
県
教
育
委
員
会
規
則
第
一
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中

｢

第
二
十
条
の
五
第
一
項｣

を

｢

第
二
十
六
条
第
一
項｣

に
改
め
る
。

第
二
条
第
一
項
中

｢

第
二
十
条
の
五
第
二
項｣

を

｢

第
二
十
六
条
第
二
項｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

公

安

委

員

会

青
森
県
警
察
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

青
森
県
公
安
委
員
会
委
員
長

櫛

引

利

貞

青
森
県
公
安
委
員
会
規
則
第
二
号

青
森
県
警
察
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

青
森
県
警
察
組
織
規
則

(

昭
和
三
十
六
年
十
一
月
青
森
県
公
安
委
員
会
規
則
第
十
五
号)

の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
十
三
号
中

｢

所
属｣

を

｢

所
掌｣

に
改
め
、
同
号
を
第
十
五
号
と
し
、
第
十
二
号
の
次

に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

十
三

警
務
部
の
総
合
的
な
企
画
、
調
整
及
び
運
用
に
関
す
る
こ
と
。

十
四

警
務
部
の
庶
務
の
調
整
及
び
整
理
に
関
す
る
こ
と
。

第
九
条
中
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
第
五
号
か
ら
第
八
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰

り
上
げ
、
第
九
号
の
前
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八

生
活
安
全
部
の
総
合
的
な
企
画
、
調
整
及
び
運
用
に
関
す
る
こ
と
。

第
九
条
第
九
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

九

生
活
安
全
部
の
庶
務
の
調
整
及
び
整
理
に
関
す
る
こ
と
。

第
九
条
中
第
十
号
を
削
り
、
第
十
一
号
を
第
十
号
と
す
る
。

第
十
条
の
四
第
一
号
中

｢

け
ん
銃
そ
の
他
の
銃
砲
、
刀
剣
類
等｣

を

｢

け
ん
銃
等｣

に
改
め
、
同

条
第
二
号
中

｢

火
薬
類｣

を

｢

銃
砲
刀
剣
類
及
び
火
薬
類｣

に
、

｢

危
険
物
の
取
締
り｣

を

｢

危
険

物｣

に
改
め
、
同
条
第
四
号
中

｢

公
害
関
係
事
犯｣

を

｢

廃
棄
物
事
犯｣

に
、

｢

環
境
関
係
事
犯｣

を

｢

環
境
事
犯｣

に
改
め
、

｢
(

他
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。)

｣

を
削
り
、
同
条
第
八
号

中
｢

風
俗
関
係
事
犯
の
取
締
り｣

を

｢

風
俗
営
業
等｣

に
改
め
る
。

第
十
一
条
の
二
中
第
八
号
を
第
十
号
と
し
、
第
七
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

八

刑
事
部
の
総
合
的
な
企
画
、
調
整
及
び
運
用
に
関
す
る
こ
と
。

九

刑
事
部
の
庶
務
の
調
整
及
び
整
理
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
二
条
の
四
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

機
動
捜
査
隊
の
庶
務
の
整
理
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
四
条
中
第
五
号
を
第
七
号
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

五

交
通
部
の
総
合
的
な
企
画
、
調
整
及
び
運
用
に
関
す
る
こ
と
。

青 森 県 報������	�
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(

発
行
所
・
発
行
人)

青
森
市
長
島
一
丁
目
一
番
一
号

青

森

県

(
印
刷
所
・
販
売
人)

青
森
市
古
川
二
丁
目
一
七
番
五
号

東
奥
印
刷
株
式
会
社

定
価
小
口
一
枚
ニ
付
十
五
円
一
銭

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
発
行

六

交
通
部
の
庶
務
の
調
整
及
び
整
理
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
五
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

交
通
規
制
課
の
庶
務
の
整
理
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
五
条
の
三
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

運
転
免
許
課
及
び
交
通
機
動
隊
の
庶
務
の
調
整
及
び
整
理
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
五
条
の
五
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

高
速
道
路
交
通
警
察
隊
の
庶
務
の
整
理
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
七
条
中
第
三
号
を
第
五
号
と
し
、
第
二
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

三

警
備
部
の
総
合
的
な
企
画
、
調
整
及
び
運
用
に
関
す
る
こ
と
。

四

警
備
部
の
庶
務
の
調
整
及
び
整
理
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
七
条
の
四
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

機
動
隊
の
庶
務
の
整
理
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
八
条
第
二
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

警
察
学
校
の
庶
務
の
整
理
に
関
す
る
こ
と
。

第
二
十
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
二
十
条
の
三

警
務
部
に
特
務
参
事
官
を
置
き
、
警
視
を
も
つ
て
充
て
る
。

２

特
務
参
事
官
は
、
上
司
の
命
を
受
け
、
各
部
の
所
掌
事
務
の
総
合
調
整
に
関
す
る
事
務
を
整
理

統
括
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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